
基礎情報

九重町

鳴子川渓谷（九酔渓）（なるこがわけいこく（きゅうすいけい））

山地・森林にみられる貴重な生態系・生物群集

地域の概要・特徴など
　鳴子川と玖珠川合流付近の深い渓谷で、両岸は切り立った火成岩の岩崖。河床には
岩盤が各所に露出し、滝も多く、人の立ち入りが困難なことから、長らく人によるかく乱が
少なかった場所であり、豊かな生態系を形成しています。

生物情報

　ケヤキやカツラなどが混生する中間温帯の渓谷林が発達し、一部にはトチノキも多数
混生し、岩崖の尾根筋には、モミなどの大径木によるまとまった針葉樹林も帯状に存在
するなど、生育する樹木は多様性に富んでおり、湿った岩崖地には多様な林床植物が群
生しています。
　また、本州を主な生息地とする昆虫が九酔渓で発見されるなど、九重町の中でも「昆虫
界のガラパゴス」といえる特に重要な地域です。

景観写真

飯田地区まちづくり協議会

ゴミ拾い・古道ウォークなど啓発活動を行っています。

外来種の侵入，大雨や地震に伴う河床や斜面崩壊の拡大が課題です。

項　　　目

市町村名

地域名等

特　　　徴

範囲図

地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/）を加工して作成
　範囲図は大まかに公表地域等の範囲を示しているため、範囲外であっても大切な自然が残されている場所や、範囲
内となっていても公表地域等の特徴を満たしていない場所が含まれている場合があります。

地域の保全・啓発活動団体名

生きものの生息・生育環境
を守るための取り組み

地域の課題

写真：九重町提供


